
（別紙３）

～ R7.11.14

（対象者数） 35 （回答者数） 30

～ R7.11.14

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後もNCプログラムの質の向上を図り、児童一人ひとりの発

達段階や特性に応じた支援内容を定期的に見直しながらより

効果的な支援を実施していく

2

職員間での情報共有や振り返りを実施し専門的な視点を取り

入れながら支援方法の工夫改善に努めていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

活動内容や時間帯ごとにスペースの使い方を工夫し必要に応

じて環境設定を見直すことで児童が安心して過ごせる環境づ

くりを行っていく。

2

前向きに検討していく。

3

○事業所名 Kiｄｓサポート遊楽

○保護者評価実施期間
R7.10.1

○保護者評価有効回答数

R7.10.1

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8.1.15

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

スペースが狭い 事業所内のスペースに限りがあり活動内容や人数によって十分

な環境調整が難しい場合がある。

保護者同士の交流の機会が少ない 保護者同士で語らうスペースがない。設備面人員面での不足

児童発達支援から放課後等デイサービスへ継続した支援ができ

る。

NCプログラムを取り入れ発達段階を客観視することで個人に

合わせたペースで支援している。

専門職による多彩なプログラム 毎週新しいことにチャレンジすることで成功体験を重ね興味関

心の幅を広げる取り組みをしている。

　

事業所における自己評価総括表公表


